
漢
代
に
お
け
る
郡
県
の
構
造
に
つ
い
て

ー
ー
ー
ヰ
ア
湾
漢
墓
簡
腫
を
手
が
か
り
と
し
て
ー
ー
ー

〔抄
本
稿
は
、
漢
代
の
地
方
行
政
組
織
に
つ
い
て
、
新
出
の
手
湾
漢
墓
簡
慣
を

主
な
分
析
材
料
と
し
て
使
い
、
そ
の
実
態
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
来
、

漢
代
の
地
方
行
政
に
つ
い
て
は
断
片
的
な
史
料
を
も
と
に
考
察
が
行
わ
れ
て

き
た
が
、
弄
湾
漢
墓
簡
慣
は
、
東
海
郡
と
い
う
一
郡
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る

も
の
の
郡
県
の
構
造
を
体
系
的
に
示
し
て
く
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
で

も
直
接
に
郡
県
の
構
造
が
わ
か
る
三
点
の
木
膿
を
中
心
に
し
て
、
県
及
び
郡

録

は
じ
め
に

漢
代
の
郡
県
以
下
の
地
方
行
政
組
織
に
つ
い
て
は
、
厳
耕
望
氏
の
体
系
的
な
研

究
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
、
次
第
に
そ
の
実
態
が
明
ら

か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
た
だ
、
地
方
行
政
に
関
す
る
史
料
は
、
出
土
史
料
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
正
史
を
は
じ
め
と
す
る
文
献
史
料
に
も
断
片
的
に
し
か
現
わ
れ
な

い
。
こ
の
史
料
的
限
界
か
ら
従
来
の
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
断
片
的
史
料
を
整
合
的

に
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
行
政
の
全
体
像
を
復
元
し
よ
う
と
し

漢
代
に
お
け
る
郡
県
の
構
造
に
つ
い
て
(
西
川
利
文
)

西

手リ

文

--
E
E
E

『，，

の
構
造
を
考
察
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
に
お
け
る
郷
里
社
会
に
対
す
る
支
配

の
系
統
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
郡
に
つ
い
て
は
、
前
漢
後
半
期
の
郡
府
に

お
け
る
属
吏
層
の
肥
大
化
の
様
相
が
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
一
地
方
行
政
組
織
、
再
ア
湾
漢
墓
簡
慣
、
郷
と
亭
、
属
吏
、
諸
曹

の
形
成

一
郡
の
県
以
下
の
行
政
組
織
の
実
態
を
体
系
的
に
知

る
こ
と
の
で
き
る
新
た
な
簡
膿
史
料
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、
一
九
九
三
一
年
に

江
蘇
省
連
雲
港
市
東
海
県
予
湾
村
の
漢
墓
群
の
発
掘
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
簡
膿

(
戸
湾
漢
墓
簡
膿
と
略
称
)
で
あ
る
。
こ
の
漢
墓
群
の
発
掘
状
況
、
及
び
簡
慣
の

内
容
と
一
部
の
釈
文
に
つ
い
て
は
、
『
文
物
』
一
九
九
六
年
八
期
に
、
連
雲
港
市

博
物
館
に
よ
る
「
江
蘇
東
海
県
弄
湾
村
漢
墓
群
発
掘
簡
報
」
(
「
簡
報
」
と
略
称
)

と
「
弄
湾
漢
墓
簡
晴
釈
文
選
」
(
「
釈
文
」
と
略
称
)
、
及
び
牒
昭
宗
氏
に
よ
る

「
手
湾
漢
墓
簡
瞳
概
述
」
(
「
概
述
L

と
略
称
)
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
、
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ヰ
ア
湾
漢
墓
簡
慣
は
、
六
基
の
墓
葬
の
う
ち
の
六
号
墓
か
ら
出
土
し
た
。
こ
の
墓

葬
は
、
完
全
に
保
存
さ
れ
た
男
女
合
葬
墓
で
、
そ
こ
に
は
轄
し
い
数
の
副
葬
品
が

納
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
男
性
の
遺
体
の
足
元
に
こ
の
簡
慣
が
あ
っ
た
。
そ
の
数

は
木
贋
二
三
枚
と
竹
簡
二
二
三
枚
(
顔
合
の
結
果
、
一

O
四
枚
)
で
、
合
計
四
万

字
近
く
に
な
る
と
い
う
。
こ
れ
ら
簡
膿
史
料
か
ら
、
こ
の
六
号
墓
の
墓
主
は
、
師

簡
(
字
は
君
兄
)
と
い
う
東
海
郡
の
功
曹
な
ど
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
そ
の
埋
葬
時
期
は
、
簡
膚
中
の
「
起
居
記
」
の
記
事
に
よ
っ
て
、
成
帝
の

元
延
三
年
(
前
一

O
)
に
な
る
と
い
う
。

さ
て
、
地
方
行
政
組
織
と
の
か
か
わ
り
で
重
要
な
の
は
、
次
の
四
種
の
木
膿
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
東
海
郡
の
全
体
構
成
を
伺
え
る
①
「
集
簿
」
、
同
郡
所
属
の
各

県
(
侯
国
・
邑
)
の
官
員
構
成
が
判
明
す
る
②
「
東
海
郡
属
県
郷
吏
員
定
簿
」

(
「
定
簿
」
と
略
称
)
、
中
央
派
遣
に
か
か
る
県
の
官
僚
の
経
歴
を
記
し
た
二
枚
の

③
「
長
吏
遷
除
簿
」
、
同
じ
く
県
の
官
僚
の
動
向
な
ど
が
判
明
す
る
④
「
東
海
郡

吏
員
考
績
簿
」
(
「
考
績
簿
」
と
略
称
)
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
長
吏
遷
除
簿
」
二

枚
は
、
今
回
の
報
告
で
は
釈
文
も
写
真
も
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
四
種

(
五
枚
)

い
ず
れ
も
郡
内
の
動
向
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、

の
木
履
は
、

ま
た

基
主
が
郡
の
属
吏
の
ト
ッ
プ
と
も
い
う
べ
き
功
曹
を
勤
め
た
人
物
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
い
わ
ば
公
文
書
的
性
格
を
持
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の

木
慣
が
書
か
れ
た
年
代
は
、
各
木
膚
で
若
干
異
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
墓
主
が

埋
葬
さ
れ
る
以
前
の
成
帝
期
後
半
(
前
一

0
年
代
後
半
)
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ

て
こ
こ
に
現
わ
れ
る
の
は
、
前
漢
後
半
期
の
あ
る
一
時
期
に
お
け
る
地
方
行
政
組

織
の
実
態
だ
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
を
前
提
と
し
て
本
稿
で
は
、
「
釈
文
」
及
び
「
概
述
」
に
よ
り
つ
つ
、

こ
に
若
干
の
私
見
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
代
の
郡
県
以
下
の
行
政
組
織
に

関
す
る
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

東
海
郡
の
県
・
侯
国
・
邑

漢
代
の
地
方
行
政
は
、
大
行
政
区
画
の
郡
(
国
)

と
、
そ
れ
を
さ
ら
に
細
分
化

を
中
心
に
、
そ
こ
へ
中
央
か
ら
派
遣

さ
れ
る
長
官
を
は
じ
め
と
す
る
数
人
の
官
僚
と
、
地
元
の
住
民
か
ら
採
用
(
酔

し
た
小
行
政
区
画
の
県
(
侯
国
・
邑
・
道
)

百
)
さ
れ
た
属
更
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
た
だ
、
郡
県
に
お
け
る
官
僚
・
属
吏
の

構
成
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
、

そ
れ
を
体
系
的
に
示
す
史
料
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
「
続
漢
書
』
志
二
八
百
官
志
五
(
百
官
志
と
略
称
)
の
注
に
引
く
「
漢

官
』
に
、
後
漢
時
代
の
河
南
ヰ
ア
と
錐
陽
県
の
二
例
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
こ

の
現
状
か
ら
す
る
と
、
今
回
公
表
さ
れ
た
戸
湾
漢
墓
簡
膿
の
中
で

J
疋
簿
」
は
、

郡
県
の
構
造
を
か
な
り
細
部
ま
で
体
系
的
に
教
え
て
く
れ
る
と
い
う
点
で
重
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
「
定
簿
」
に
よ
っ
て
、
東
海
郡
と
そ
の
属
県
の
全
体
的
構

造
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

「
定
簿
」
に
は
、
正
面
一
行
目
と
背
面
最
終
行
(
二
六
行
目
)

を
除
く
と
、
太

守
府
か
ら
始
ま
っ
て
都
尉
府
・
県
・
侯
国
・
塩
鉄
官
の
順
で
、
各
行
一
つ
の
官
府

に
つ
い
て
、

そ
の
官
員
定
数
と
官
僚
・
属
吏
の
構
成
が
一
定
の
形
式
で
整
然
と
記

さ
れ
て
い
る
。
表
一
は
、
そ
の
官
府
の
構
成
を
「
定
簿
」
の
記
載
順
に
一
監
表
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
県
が
、
文
献
史
料
に
記
さ
れ
る
も
の
と
対
応

そ

す
る
か
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
『
摸
書
』
巻
一
一
八
地
理
志
上

(
地
理
志
と
略
称
)



表ー 「定簿」所載官員数一覧

漢
代
に
お
け
る
郡
県
の
構
造
に
つ
い
て

西
川
利
文
)

県名 定員 長宵 丞 尉 獄丞 官有秩 揮有性 令史 獄史 官畜夫 唖青夫 iJff徴 牢監 尉史 官佐 郷佐 郵佐 佐 亭長 民家主揮 先馬

] 海両 107 令l l フ 4 4 31 10 4 1 3 7 9 54 

2 下1Jl 107 令1 l 2 2 6 4 31 12 6 I 4 9 2 46 

3 郊 95令l 1 2 I 5 5 D 3 6 3 l 3 9 7 2 41 

4 蘭陵 88令l 1 2 1 6 4 41 13 4 l 4 8 4 35 

5 拘 82令l l ワ 1 3 2 4 6 2 1 2 4 6 47 

6 裏責 64令I 2 2 6 3 3 5 4 I 3 i 4 21 

7 戚 60令I 2 2 4 2 3 3 l 3 5 日 27 

8 費 船長 l つ 2 4 ワ 3 ~ 5 l 3 4 8 2 43 

9 即丘 68畏 l l 2 4 2 2 H 4 ワ 6 4 32 

10 厚II 67長 l l 2 4 つ 9 2 1 3 4 l 36 

11 利成 65長 1 2 l 1 3 2 3 3 3 5 5 l 32 

12 況其 55長 l 1 つ 4 2 2 D 3 3 6 2 23 

13 開陽 52長 l l 2 4 3 ワ 4 3 3 6 ワ 19 

14 鱈 50長 l l ワ 4 2 つ 3 2 2 4 ワ 23 

15 司百 41畏 1 2 3 2 ワ 2 l 2 6 12 

16 1 [平]曲 27長 l l 4 2 2 2 3 4 2 4 

li 1 [臨]祈 66長 l I 2 4 l 内i 3 I ワ 4 つ 2 36 

18ll曲陽] 28長 l [IJ [3J [2J 2 2 2 6 5 

19 1 [合郷] 25長 1 3 つ 2 l 2 5 

20 1 [承] 22長 l 3 2 4 6 

21 1 [円]慮* 65相l ワ 4 2 ワ 2 2 l 2 7 l 19 31 14 

22 蘭旗* 59相l 2 3 つ 4 2 I 2 7 2 12 l 31 14 

23 容丘* 53相I l l 4 2 ワ“ 2 l 2 5 2 11 31 14 

24 良成* 50相l l 4 2 2 l 2 5 3 【i :11 14 

25 南城* 56相l I 4 2 2 ワ 3 ワ 18 :11 14 

26 陰平本 54相l l 4 ワ 3 2 1 2 4 3 11 31 14 

27 新陽* 47相1 3 2 2 つ l l 4 12 31 14 

28 東安* 44相1 3 2 I l 2 5 9 31 14 

29 l刊曲館本 42相l 1 2 つ 2 3 5 31 14 

30 建陵本 :19相l l 3 ワ 1 4 6 31 14 

31 山郷* 37相1 3 2 l I 1 4 4 1 31 14 

32 [武]陽* 33相l 2 l 3 3 1 31 14 

33 都平* 31相l 2 3 3 31 14 

34 前期1* 41相l l 3 2 I 2 3 I 5 31 14 

35 [建]郷* 40相l 3 ') l l l ワ 5 4 31 14 

36 ココ* 37相l 3 l l 6 2 1 31 14 

37 建陽* 41相l 3 l l 6 2 。 31 14 

38 都陽属国本 32相 l l ワ I 4 3 31 14 

39 伊虚塩官 30長 l 1 l 25 

40 北浦塩宵 26 22 

41 郁州塩官 26 23 

42 下部鉄官 20長 l l 。 9 l 

43 [胸]欽官 民〕 l 2 

合計 2163 401 43 43 51 2511441 781 5811391 821 331 801 196[ 921 101 811 6891 181 541 2521 

1) [ ]及び口口の表記は、釈文に従った。また*印は侯国を示す。

2 )長官の項の表記は、ゴシックが高い官秩、明朝体が低い官秩を示 90
3 )定員以下の官吏の配列は、基本的に「定簿」に記される順に従った。

4 )項目中の「僕-…」は「僕行人門大夫」、「先馬・-…」は「先馬中庶子」の略である。



文
学
部
論
集
第
八
十
一
号
(
一
九
九
七
年
三
月
)

に
よ
る
と
東
海
郡
は
、
徐
州
に
属
す
る
高
祖
の
時
に
置
か
れ
た
郡
で
あ
り
、
前
漢

末
の
元
始
二
年
(
後
二
)

に
は
、
属
県
三
八
(
う
ち
侯
国
一
八
)
、
戸
数
三
五
八

か
な
り
の
大
郡
で
あ
っ
た
。
そ
の
行
政
地

四
一
回
、

口
数
一
五
五
九
三
五
七
と
、

域
は
、
現
在
の
江
蘇
省
北
部
と
山
東
省
西
南
部
に
当
た
る
地
域
で
、
東
は
黄
海
に

面
し
て
い
る
。
地
理
志
に
は
、
三
八
の
県
を
次
の
よ
う
な
順
で
記
し
て
い
る
(
*

印
は
侯
国
を
示
し
、
括
弧
内
の
数
字
は
表
一
に
付
し
た
数
字
と
対
応
す
る
)

0

郷
(
3
)
、
蘭
陵
(
4
)
、
裏
責
(
6
)
、
下
部
(
2
)
、
良
成
牢
(
M
)
、
平
曲
(
日
)
、
戚
(
7
)
、

拘
(
5
)
、
開
陽
(
日
)
、
費
(
8
)
、
利
成
(
日
)
、
海
曲
(
?
)
、
蘭
顧
*
(
幻
)
、
絹
(
は
)
、
南

成
*
(
お
)
、
山
郷
*
(
汎
)
、
建
郷
*
(
お
)
、
即
丘
(
9
)
、
祝
其
(
ロ
)
、
臨
折
(
刀
)
、
厚
丘

(
刊
)
、
容
丘
*
(
お
)
、
東
安
*
(
お
)
、
合
郷
(
悶
)
、
承
(
初
)
、
建
陽
*
(
幻
)
、
曲
陽
(
凶
)
、

司
五
日
(
日
)
、
子
郷
*
(
?
)
、
平
曲
*
(
鈎
)
、
都
陽
*
(
お
)
、
陰
平
*
(
お
)
、
部
郷
*
(
川
社
)
、

武
陽
*
(
刊
似
て
新
陽
*
(
幻
)
、
建
陵
*
(
初
)
、
日
目
慮
*
(
幻
)
、
都
平
*
(
お
)

地
理
志
と
「
定
簿
」
で
は
記
載
順
が
か
な
り
異
な
り
、
ま
た
祝
其
|
況
其
、
蘭

棋
蘭
旗
、
南
成
|
南
城
と
い
う
よ
う
に
若
干
の
文
字
の
異
同
も
あ
る
が
、
県
名

・
侯
国
名
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
そ
し
て
?
で
示
し
た
海
曲
と
子
郷
に
つ
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
「
定
簿
」

の
海
西
(
1
)
と
口
口
(
却
)
に
当
た
る
こ
と
は
容
易
に
推
察
で

き
る
。
ま
ず
地
理
志
の
海
曲
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
「
海
西
」
の
誤
り
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
「
定
簿
」
に
よ
っ
て
そ
の
正
し
さ
が
確
認
さ

れ
る
。
ま
た
子
郷
に
つ
い
て
は
、
「
考
績
簿
」
に
「
干
郷
丞
」
(
正
面
第
一
段
八
行

目
)
な
る
存
在
が
見
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
定
簿
」
に
そ
の
名
が
見
え
な
い
こ

と
な
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

と
か
ら
も
、
口
口
(
坊
)
は
子
郷
(
あ
る
い
は
干
郷
)

る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
地
理
志
に
は
二
つ
の
「
平
曲
」
(
県
と
侯
国
)
が
あ
り
、

こ
の
名
称
に
つ
い
て
も
従
来
か
ら
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
「
定
簿
」
に
よ
っ
て
、

東
海
郡
に
は
一
般
の
県
(
日
)
と
侯
国
(
却
)
の
二
つ
の
「
平
曲
」
が
存
在
し
、
侯
国

四

の
方
は
「
平
曲
侯
国
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
地
理
志
の
県
の
記
載
順
は
、
郊
が
郡
治
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
先
頭

に
置
か
れ
た
と
推
測
で
き
る
以
外
、
ど
の
よ
う
な
基
準
が
あ
っ
た
の
か
わ
か
ら
な

い
。
一
方
「
定
簿
」
は
、
あ
る
二
疋
の
基
準
に
従
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
表
一
に

よ
っ
て
そ
れ
を
確
認
す
る
と
、
ま
ず
県
と
侯
国
と
を
分
け
て
県
か
ら
始
め
、
そ
れ

を
長
官
の
官
秩
の
高
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ
、
さ
ら
に
長
官
の
官
秩
が
同
じ
も
の

に
つ
い
て
は
官
員
定
数
の
多
い
も
の
か
ら
記
載
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
表
一
で
は

官
秩
が
わ
か
ら
な
い
の
で

そ
れ
を
例
示
し
て
お
こ
う
。

海
西
|
|
令
一
人
秩
千
石
、
丞
一
人
秩
四
百
石
、
尉
二
人
秩
四
百
石

拘
I

l

-

-

令
一
人
秩
六
百
石
、
丞
一
人
秩
三
百
石
、
尉
ニ
人
秩
三
百
石

費
|
|
|
!
長
一
人
秩
四
百
石
、
丞
一
人
秩
二
百
石
、
尉
二
人
秩
二
百
石

臨
}
m
i
l
l
長
一
人
秩
三
百
石
、
丞
一
人
秩
二
百
石
、
尉
二
人
秩
二
百
石

円
日
慮
|
|
!
相
一
人
秩
四
百
石
、
丞
一
人
秩
二
百
石
、
尉
二
人
秩
二
百
石

南
城
1

1

1

相
一
人
秩
三
百
石
、
丞
一
人
秩
二
百
石
、
尉
一
人
秩
二
百
石

「
定
簿
」
で
は
、
こ
の
よ
う
に
県
・
侯
国
の
長
官
の
官
秩
の
順
に
並
べ
ら
れ
て

い
る
が
、
さ
ら
に
長
官
の
官
秩
に
比
例
し
て
丞
や
尉
の
官
秩
も
決
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
く
(
尉
の
数
を
除
く
と
、
そ
の
他
の
県
・
侯
国
で
も
同
二
。
こ
の
事

実
は
、
『
漢
書
』
巻
一
九
百
官
公
卿
表
上
(
百
官
表
と
略
称
)

ヲ」、t
 

県
令
・
長
、
皆
秦
官
、
掌
治
其
県
。
万
戸
以
上
為
令
、
秩
千
石
至
六
百
石
。
減
万
戸
為
長
、

秩
五
百
石
至
三
百
石
。
皆
有
丞
・
尉
、
秩
四
百
石
至
二
百
石
。
日
疋
為
長
吏
。

と
、
単
に
県
の
長
官
と
丞
・
尉
の
官
秩
を
並
べ
て
い
る
も
の
の
、

そ
こ
に
は
県
令

が
千
石
な
ら
ば
丞
・
尉
は
四
百
石
と
い
う
一
定
の
原
則
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

そ
し
て
百
官
志
所
引
の
『
漢
官
』
に
「
雄
陽
令
秩
千
石
、
丞
三
人
四
百
石
、
孝
廉

左
尉
四
百
石
、
孝
廉
右
尉
四
百
石
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
原
則
は

後
漢
時
代
に
も
生
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。



次
に
侯
固
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。
「
定
簿
」
に
よ
る
と
一
八
の
侯
国
に
は
、

相
・
丞
・
尉
以
外
の
官
僚
と
し
て
、
比
三
百
石
の
侯
家
丞
一
人
が
置
か
れ
、

さ
ら

に
僕
・
行
人
・
門
大
夫
三
人
(
各
一
人
)
と
先
馬
・
中
庶
子
一
四
人
(
各
七

人
?
)
が
一
律
に
置
か
れ
て
い
る
。
百
官
志
に

毎
回
置
相
一
人
、
其
秩
各
如
本
県
。
本
注
目
、
主
治
民
、
如
令
・
長
、
不
臣
也
。
但
納
租

子
侯
、
以
戸
数
為
限
。
其
家
臣
、
置
家
丞
・
庶
子
各
一
人
。
本
注
目
、
主
侍
侯
、
使
理
家

事
。
列
侯
旧
有
行
人
・
洗
馬
・
門
大
夫
、
凡
五
官
。

と
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
官
吏
は
、
列
侯
の
寸
家
臣
」
と
し
て
「
家
事
を
理
め

る
」
と
い
う
列
侯
に
奉
仕
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
定
簿
」
で
こ
れ
ら

の
官
吏
が
各
侯
国
の
吏
員
の
最
後
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
右
の

百
官
志
の
本
注
に
、
侯
国
の
長
官
で
あ
る
相
は
侯
国
内
の
租
税
を
列
侯
に
納
め
る

だ
け
で
列
侯
に
臣
従
し
な
か
っ
た
(
不
臣
)
、
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け

ら
れ
よ
う
。
侯
国
は
、
行
政
を
担
当
す
る
官
吏
と
列
侯
に
奉
仕
す
る
官
吏
と
が
分

離
さ
れ
、
行
政
面
か
ら
は
、
ま
さ
し
く
「
改
(
列
侯
)
所
食
国
令
長
名
相
」
(
百

と
い
う
長
官
の
名
称
の
変
更
だ
け
で
他
の
県
と
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
定
簿
」
で
は
、
各
侯
国
に
侯
家
丞
以
下
の
一
八
人
の
官
吏
が
、
長

官
の
官
秩
に
関
係
な
く
一
律
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
律
の
官
吏
の

配
置
は
、
東
海
郡
の
み
な
ら
ず
全
国
の
侯
国
に
、
こ
れ
と
同
数
の
官
吏
の
配
置
が

官
表
)

行
わ
れ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。
な
お
「
定
簿
」
に
は
、
他
の
史
料
に
見
え
な
い

僕
が
あ
り
、
ま
た
庶
子
が
中
庶
子
、
洗
馬
が
先
馬
に
な
っ
て
い
る
が
、
む
し
ろ

「
定
簿
し
が
当
時
の
侯
国
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、
「
集
簿
」
(
後
掲
)
に
よ
る
と
、
東
海
郡
に
は
県
・
侯
国
以
外
に
邑
が
二

つ
置
か
れ
て
い
た
。
邑
は
県
の
う
ち
で
皇
太
后
・
皇
后
・
公
主
が
食
す
る
所
と
さ

漢
代
に
お
け
る
郡
県
の
構
造
に
つ
い
て
(
西
川
利
文
)

れ
る

(
百
官
表
)
が
、
こ
の
二
つ
の
邑
は
当
然
、
侯
国
を
除
い
た
二

O
の
県
の
い

ず
れ
か
に
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

そ
れ
が
ど
れ
か
に
わ
か
に
判
断
で
き

な
い
。
「
定
簿
」
で
は
、
長
官
が
「
長
」
と
な
っ
て
い
て
県
と
思
わ
れ
る
合
郷

(
凹
)
・
承
(
却
)
の
二
つ
だ
け
が
背
面
に
記
さ
れ
て
い
る
(
他
は
、
侯
国
と
塩
鉄

官
)
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
二
つ
が
巴
に
当
た
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
寸
考
績
簿
」
に
は

胸
巴
丞
楊
明
十
月
五
日
上
邑
計
(
正
面
第
一
段
二
二
行
目
)

[
況
]
其
邑
左
尉
宗
良
九
月
廿
三
日
守
丞
上
邑
計
(
同
右
一
七
行
目
)

厚
丘
丞
王
[
信
十
]
月
廿
口
:
:
・
口
邑
口
(
正
面
第
二
段
一
行
目
)

況
其
邑
丞
孔
寛
(
正
面
第
四
段
三
行
目
)

と
あ
っ
て
、
合
郷
・
承
以
外
の
も
の
に
「
邑
」
字
が
見
え
る
の
に
対
し
て
、
合
郷

-
承
に
は

承
丞
荘
戎
九
月
十
二

H
輸
銭
都
内
(
正
面
第
一
段
五
行
目
)

合
郷
長
賂
厳
死
(
正
面
第
三
段
九
行
目
)

と
っ
邑
」
{
子
が
付
い
て
い
な
い
。
そ
こ
で
「
口
巴
」
字
の
あ
る
も
の
が
巴
に
当
た
る

と
考
え
て
も
、
そ
の
候
補
が
胸
(
5
)
・
況
其
(
口
)
・
厚
丘
(
叩
)
の
三
つ
存
在
す
る

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
た
だ
厚
丘
だ
け
は
、
「
胸
邑
」
や
「
況
其
邑
」
の
よ
う

に
県
名
の
直
後
に
「
邑
し
{
子
が
な
い
(
「
考
績
簿
」
の
そ
の
他
の
箇
所
に
あ
る
厚

か
ら
、
こ
れ
を
除
外
し
た
胸
と
況
其
(
祝

丘
に
も
、
「
邑
L

{

子
は
付
か
な
い
)

其
)
が
邑
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
場
合
、
厚
丘
の
後
に
あ
る

「
口
邑
口
L

も
「
上
邑
計
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
「
上
口
巴
計
」
の
「
邑
」

は
「
県
L

と
同
義
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
結
局
、

二
つ
の
邑
が
ど
れ

に
当
た
る
か
は
情
報
が
不
足
し
て
い
て
判
断
で
き
な
い
が
、
寸
考
績
簿
」
に
二
度

に
わ
た
っ
て
「
況
其
邑
」
と
し
て
現
わ
れ
て

J
出
其
」
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
の

五
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な
い
況
其
(
祝
其
)
は
、
邑
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
と
だ
け
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
ど
れ
が
邑
に
当
た
る
と
し
て
も
、
そ
こ
で
の
官
員
構
成
は
、
ど
れ
が
邑
に

当
た
る
か
判
断
で
き
な
い
よ
う
に
、
県
と
全
く
同
じ
だ
っ
た
と
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
東
海
郡
は
各
一
八
の
県
と
侯
園
、
そ
れ
に
二
つ
の
邑
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
侯
国
で
は
列
侯
に
奉
仕
す
る
官
吏
が
配
置
さ
れ
て
い
た
も

の
の
、
行
政
面
で
は
県
・
侯
国
・
邑
は
同
じ
構
造
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
こ
れ
以
下
で
は
、
侯
国
・
邑
も
県
と
し
て
と
ら
え
、
節
を
改
め
て
、
そ
の

官
員
構
成
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

県
の
構
造

(
ご
官
員
定
数

「
定
簿
」
を
見
る
と
県
は
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
る
二

1
五
名
の
官
僚
と
、
そ

の
他
大
勢
の
属
吏
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
構
成
が
、
他
の
郡
国
の

県
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

さ
て
、
県
の
長
官
の
官
秩
は
、
先
の
百
官
表
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
県
の
戸
数
の

多
寡
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
丞
や
尉
の
官
秩
は
長
官
の
官
秩

に
比
例
し
て
決
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
「
定
簿
」
か
ら
見
る
限
り
、
属
吏
の
数
は
、

県
の
戸
数
に
の
み
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
。
千
石
令
の
県
で
あ
る
海
西

(
1
)
か
ら
蘭
陵

(
4
)
ま
で
は
よ
い
と
し
て
も
、
例
え
ば
、
六
百
石
令
の
県
で
あ
る

戚

(
7
)
の
官
員
定
数
六

O
よ
り
も
四
百
石
の
長
県
で
あ
る
費

(
8
)
の
そ
れ
が
八
六

と
多
く
、

ま
た
四
百
石
長
の
県
で
あ
る
平
曲
(
日
)
が
官
員
定
数
二
七
に
対
し
て
三

百
石
長
の
県
で
あ
る
臨
折
(
口
)
の
そ
れ
が
六
六
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
費
の
官
員

ム

ノ、

そ
こ
に
都
尉
治
が
あ
っ
た
(
地
理
志
)
こ
と
と
関
係
す
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
他
は
ど
の
よ
う
に
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

定
数
が
多
い
の
は
、

そ
の
手
が
か
り
と
な
る
の
が
亭
長
の
存
在
で
あ
る
。
亭
長
の
性
格
に
つ
い
て
は

そ
の
数
を
見
る
と
、
海
西
・
問
・
費
・
厚
丘
・
臨

そ
の
他
の
多
く
の
県
で
も
か
な

後
で
考
え
る
こ
と
に
す
る
が
、

折
で
は
亭
長
が
官
員
定
数
の
半
数
以
上
を
占
め
、

り
の
部
分
を
占
め
て
お
り
、
亭
長
の
数
が
県
の
官
員
定
数
を
規
定
し
て
い
る
と
い

え
る
ほ
ど
で
あ
る
。
亭
は
「
十
里
一
亭
L

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

一
O
里
ご
と
に

一
つ
置
か
れ
た
。
た
だ
こ
の
「
里
」
は
、
居
住
区
画
と
し
て
の
里
で
は
な
く
、
距

離
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

一
定
の
距
離
に

点
在
し
て
い
た
亭
を
結
ぶ
と
面
的
な
拡
が
り
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
亭
に

は
亭
長
が
一
人
ず
つ
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
東
海
郡
で
も
「
集
簿
」
を
参
照
す

れ
ば
亭
と
亭
長
の
数
が
一
致
す
る
(
五
八
八
亭
に
五
八
九
亭
長
)
。
こ
の
よ
う
に

宣
?
と
亭
長
の
数
が
一
致
す
る
と
す
れ
ば
、
亭
長
数
の
多
い
県
は
、
戸
口
数
の
多
寡

と
は
関
係
な
く
面
積
的
な
拡
が
り
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
戸
口

数
に
関
係
の
な
い
亭
長
の
数
を
除
い
て
各
県
の
官
員
数
を
比
較
し
て
み
る
と

侯

国
は
さ
ら
に
行
政
と
関
係
の
な
い
侯
家
丞
以
下
の
一
八
人
も
除
く
)
、
千
石
令
の

県
で
は
六
一

1
五
三
、
六
百
石
令
の
県
で
は
四
三

1
三
三
、

で
は
四
三

1
二
三
、
三
百
石
長
・
相
の
県
で
は
三

0
1
一

四
百
石
長
・
相
の
県

一
と
な
る
。
こ
こ
か
ら
、

相
互
の
間
で
若
干
の
重
複
は
あ
る
が
、
相
対
的
に
は
長
官
の
官
秩
が
下
が
る
と
官

員
の
数
も
少
な
く
な
る
と
い
う
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
も
う
少
し
細
か
く
見
る
と
、

六
百
石
令
の
県
よ
り
も
二

O
人
以
上
官
員
数
の
多
か
っ
た
四
百
石
長
の
費
も
、

そ

の
数
は
四
三
と
な
り
、
六
百
石
令
の
県
と
大
差
な
く
な
る
。
ま
た
四
百
石
長
の
県

と
三

O
近
く
も
官
員
数
に
差
の
あ
っ
た
三
百
石
長
の
臨
祈
も
、

そ
の
数
は
三

O
と



四
百
石
長
の
県
で
二
三
と
最
小
の
官
員
数
で
あ
る
平
曲
と
も
差
が
七
と

縮
ま
る
。
こ
れ
は
、
亭
長
を
除
く
官
員
定
数
が
主
に
戸
口
数
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

な
っ
て
、

た
こ
と
を
物
語
る
と
考
え
る
。

こ
こ
で
、
県
の
面
積
に
よ
っ
て
配
置
数
が
変
わ
る
と
さ
れ
る
尉
に
つ
い
て
も
考

え
て
お
こ
う
。
尉
に
つ
い
て
は
、
百
官
志
に
「
永
一
各
一
人
。
尉
、
大
県
二
人
、
小

県
一
人
」
、
ま
た
そ
の
注
に
引
く
応
勘
『
漢
官
』
に
寸
大
県
、
丞
・
左
右
尉
、
所

謂
命
卿
三
人
。
小
県
、
一
尉
一
丞
、
命
卿
二
人
」
と
あ
る
。
こ
の
「
大
県
」
「
小

県
」
が
面
積
的
な
拡
が
り
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
「
定
簿
」
で
も
平
曲
が
一
人
で

臨
祈
が
二
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
百
官
志
で

各
県
に
は
丞
と
尉
が
置
か
れ
た
よ
う
に
記
す
の
は
問
題
で
あ
る
。
「
定
簿
」
に
よ

る
と
、
確
か
に
丞
は
各
県
一
人
で
あ
る
が
、
尉
は
置
か
れ
な
い
県
も
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
、
尉
の
設
置
基
準
が
面
積
的
拡
が
り
の
問
題
だ
け
で
は
把
握
で
き
な
い
こ

と
を
物
語
る
。
そ
こ
で
尉
の
置
か
れ
て
い
な
い
県
を
見
る
と
、
そ
れ
は
三
一
百
石
長

・
相
の
所
ば
か
り
で
あ
り
、
前
と
同
じ
よ
う
に
亭
長
数
と
侯
国
の
侯
家
丞
以
下
と

を
除
い
た
数
を
県
の
官
員
定
数
か
ら
引
い
た
数
字
で
見
る
と
、
そ
の
官
員
数
が
い

一
に
な
り
、
か
な
り
戸
口
数
の
少
な
い
県
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

ず
れ
も
一
九

1
一

か
る
。
す
な
わ
ち
、
尉
の
設
置
も
面
積
だ
け
で
な
く
戸
口
数
も
勘
案
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
そ
れ
で
は
尉
の
置
か
れ
な
い
県
で
は
、
誰
が
尉
の
「
主
盗
賊
L

と
い
う
職

掌
を
果
た
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
の
百
官
志
な
ど
の
記
載
で
は
、
県
に
必
ず
尉

が
置
か
れ
る
と
い
う
前
提
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
わ
か
ら
な
い
が
、
後
漢
時
代
に

都
尉
の
職
掌
が
太
守
に
回
収
さ
れ
て
い
る
(
百
官
志
)
と
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
、
こ

こ
で
も
県
の
長
官
が
兼
任
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

以
上
か
ら
見
る
と
県
の
官
員
定
数
は
、
亭
長
と
侯
国
の
侯
家
丞
以
下
の
官
吏
を

漢
代
に
お
け
る
郡
県
の
構
造
に
つ
い
て
(
西
川
利
文
)

除
け
ば
、
主
に
戸
口
数
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、

県
は
面
積
的
な
拡
が
り
を
持
つ
以
上
、
単
純
に
戸
口
数
だ
け
で
官
員
数
が
決
め
ら

れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
官
員
配
置
は
面
積
的
拡
が
り
を
も
勘
案
し
た
も
の
と
な
る
。

そ
れ
が
、
官
秩
の
低
い
長
官
の
県
の
方
が
官
秩
の
高
い
長
官
の
県
よ
り
も
、
官
員

定
数
が
多
く
な
る
と
い
う
現
象
と
し
て
現
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

(
二
)
属
吏
の
構
成

周
知
の
通
り
、
県
は
さ
ら
に
郷
・
里
・
亭
な
ど
と
い
っ
た
単
位
に
分
け
ら
れ
、

郷
や
亭
に
は
県
か
ら
属
吏
が
派
遣
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
県
の
属
更
は
県
廷
と
郷
・

亭
の
職
務
を
分
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
姿
は
「
定
簿
」
に
、
「
官
」
と
「
郷
」
の

付
く
二
種
の
有
秩
・
車
回
夫
・
佐
が
存
在
す
る
こ
と
に
現
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

す
な
わ
ち
、
「
官
」
の
付
く
の
が
県
廷
に
、
「
郷
」
の
付
く
の
が
郷
に
、
そ
れ
ぞ
れ
勤

務
す
る
こ
と
を
表
わ
す
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
定
帯
」
で
は
、
県
廷
の
属
吏
と

ま
た
郷
・
亭
の
属
吏
と
し
て
瀞
徴
・
郵
佐
・

亭
長
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
獄
史
と
牢
監
は
系
統
関
係
が
あ
り
、
刑
獄
関
係

し
て
令
史
・
獄
史
・
牢
監
・
尉
史
、

の
職
務
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
し
て
「
定
簿
」
に
は
、
郡
治
の
絡
に

「
獄
永
一
」
と
い
う
二
百
石
の
官
僚
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
東
海
郡
下
の
県
全
体
に

お
け
る
獄
関
連
の
業
務
を
統
轄
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
牢

監
は
、
獄
史
の
置
か
れ
て
い
る
県
で
も
置
か
れ
な
い
場
合
は
あ
る
が
、
獄
史
の
置

か
れ
て
い
な
い
県
で
は
置
か
れ
ず
、

ま
た
必
ず
一
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
牢
監
の

名
が
示
す
よ
う
に
獄
史
の
下
に
あ
っ
て
牢
獄
の
監
督
を
行
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
逆
に
い
え
ば
、
牢
監
の
置
か
れ
な
い
県
に
は
牢
獄
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
も

い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

七
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次
に
有
秩
(
官
・
郷
)
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
「
定
簿
」
を
見
る
と
有
秩

は
、
他
の
属
吏
数
と
比
べ
て
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
県
に
よ
っ
て
バ
ラ
ツ
キ
が
あ

っ
て
半
数
以
上
の
県
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
有
秩
が
置
か
れ
る
県
を
見
る

と
、
令
の
県
か
四
百
石
長
・
相
の
県
に
限
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
海
西
や
郊
と
い

う
大
県
に
多
く
の
有
秩
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
、
後
に
掲
げ
る
百
官
志
に

「
有
秩
は
郡
か
ら
任
命
さ
れ
た
」
と
あ
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
有
秩
は
郡

が
重
要
と
認
識
し
て
い
た
県
に
配
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
県
の

属
吏
は
、
実
質
的
に
は
令
史
か
ら
亭
長
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

き
て
、
こ
れ
ら
属
吏
は
い
く
つ
か
の
範
囲
暗
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ

は
、
百
官
表
に
「
百
石
以
下
有
斗
食
・
佐
史
之
秩
。
是
為
少
吏
」
と
あ
る
よ
う
な
、

官
秩
の
差
に
よ
る
把
握
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
把
握
の
仕
方
は
、
ヰ
ア
湾
漢
墓
簡
臆

に
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
次
に
掲
げ
る
「
集
簿
」
(
正
面
)

の
記
載
で
あ
る

(
「
釈
文
し
に
従
い
、
括
弧
内
の
数
字
は
行
数
を
示
す
)
。

県
邑
侯
国
品
川
八
、
県
十
八
、
侯
同
十
八
、
邑
二
、
其
廿
四
有
城
(
椴
)
、
郡
官
二

(
1
)

郷
百
七
十
、
口
百
六
、
里
二
千
五
百
品
川
四
、
正
二
千
五
百
品
川
二
人
(
2
)

亭
六
百
八
十
八
、
卒
二
千
九
百
七
十
二
、
郵
叫
川
四
、
人
四
百
八
、
如
前
(
3
)

界
、
東
西
五
百
五
十
一
里
、
南
北
四
百
八
十
八
里
、
如
前
(
4
)

県
三
老
品
川
八
人
、
郷
三
老
百
七
十
人
、
孝
・
弟
・
力
田
各
百
廿
人
、
凡
五
百
六
十
八
人
(
5
)

吏
員
二
千
二
百
三
人
、
大
守
一
人
、
丞
一
人
、
卒
史
九
人
、
属
五
人
、
書
佐
十
人
、

畜
夫
一
人
、
凡
二
十
七
人
(
6
)

都
尉
一
人
、
丞
一
人
、
卒
史
三
人
、
属
三
人
、
書
佐
五
人
、
凡
十
二
人
(
7
)

令
七
人
・
長
十
五
人
・
相
十
八
人
、
丞
間
四
人
、
尉
間
三
人
、
有
秩
品
川
人
、
斗
食
五
百
一

人
、
佐
使
・
亭
長
一
千
八
百
八
十
二
人
、
凡
一
千
八
百
世
人
(
8
)

侯
家
承
一
十
八
人
、
僕
・
行
人
・
門
大
夫
五
十
四
人
、
先
馬
・
中
庶
子
二
百
五
十
二
人
、
凡

コ
一
百
廿
四
人
(
9
)

戸
廿
六
万
六
千
二
百
九
十
、
多
前
二
千
六
百
廿
九
、
其
戸
万
一
千
六
百
六
十
二
獲
流
(
凶
)

口
百
品
川
九
万
七
千
三
百
出
三
、
其
四
万
二
千
七
百
五
十
二
獲
流
(
日
)

!¥ 

提
封
五
十
一
万
二
千
[
九
十
二
頃
]
八
十
五
畝
、

人
、
如
前
(
ロ

属
吏
の
記
載
は
八
行
目
に
あ
る
が
、

そ
こ
で
は
「
定
簿
」
の
属
吏
を
有
秩
・
斗

食
・
佐
使
亭
長
の
三
つ
の
範
鴎
で
と
ら
え
て
い
る
。
「
定
簿
」
の
属
更
が
ど
の
範

時
に
入
る
か
を
見
る
と
、
有
秩
は
一
二

O
人
と
あ
る
か
ら
官
有
秩
と
郷
有
秩
で
あ
り
、

斗
食
は
五

O
一
人
で
令
史
か
ら
瀞
微
を
足
し
た
数
と
合
致
し
、
佐
使
亭
長
は
一
八

八
二
人
よ
り
も
一
人
少
な
い
が
牢
監
か
ら
亭
長
を
足
し
た
数
に
な
る
。
こ
こ
か
ら
、

「
集
簿
」
は
官
秩
に
よ
る
属
吏
の
階
層
構
成
を
表
わ
し
、
「
定
簿
」
は
「
集
簿
L

さ
ら
に
そ
れ
を
職
掌
に
よ
っ
て
細
分
化
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
そ
し
て
両
者
の
こ
の
よ
う
な
記
載
様
式
の
違
い
は
、
そ
の
文
書
と
し
て

の
区
分
に
従
い
つ
つ
、

の
性
格
の
差
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
を
「
集
簿
」
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

寸
集
簿
」
に
つ
い
て
は
、
「
概
述
」
が
郡
の
上
計
用
の
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
。

上
計
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
行
政
成
果
の
報
告
で
あ
り
継
続
し
て
行
わ
れ
る
。
「
集

簿
」
が
こ
の
よ
う
な
継
続
的
な
統
計
事
業
に
お
け
る
あ
る
一
時
点
の
結
果
で
あ
る

こ
と
は
、

そ
の
記
載
の
中
に
「
如
前
」
(
三
・
四
・

や
「
多
前
」
(
一

一
一
一
行
日
)

O
行
目
及
び
背
面
に
四
箇
所
)
な
ど
と
あ
っ
て
、
以
前
の
状
況
と
比
較
し
て
い
る

箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。
そ
し
て
各
郡
固
か
ら
提
出
さ
れ
る
上
計
簿
は
、

中
央
政
府
の
手
に
よ
っ
て
集
計
さ
れ
る
。
そ
れ
が
記
録
と
し
て
残
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
も
の
に
、
地
理
志
の

凡
郡
国
一
百
三
、
県
・
邑
千
三
百
一
十
四
、
道
三
十
二
、
侯
国
二
百
四
十
二
l
)
。
地
、
東

西
九
千
三
百
二
里
、
南
北
万
三
千
一
二
百
六
十
八
里

(
4
)
。
提
封
田
一
万
万
四
千
五
百
一

十
三
一
万
六
千
四
百
五
頃
(
ロ
)
、
其
一
万
万
二
百
五
十
二
万
八
千
八
百
八
十
九
頃
、
邑
居

道
路
山
川
林
沢
翠
不
可
墾
、
其
士
一
千
二
百
二
十
九
万
九
百
四
十
七
頃
、
可
墾
不
可
墾
、
定

墾
田
八
百
二
十
七
万
五
百
三
十
六
頃
。
民
戸
千
二
百
二
十
三
万
三
千
六
十
二
(
刊
)
、
口

五
千
九
百
五
十
九
万
四
千
九
百
七
十
八
(
日
)
。
漢
極
盛
突
。
(
括
弧
内
の
数
字
は
、
「
集

簿
L

に
付
し
た
数
字
と
対
応
す
る
。
次
の
百
官
表
も
同
じ
。
)



と
い
う
記
事
と
、
百
官
表
の

凡
県
・
道
・
国
・
邑
千
五
百
八
十
七

(
l
)
、
郷
六
千
六
百
二
十
二

(
2
)
、
亭
二
万
九
千

六
百
三
十
五

(
3
)
。

が
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
記
事
は
、
官
員
数
を
除
い
て
寸
集
簿
」
の
記
載
様
式
と
ほ

ぼ
一
致
す
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
「
集
簿
し
が
上
計
簿
の
形
式
に
則
っ
て
作
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
集
簿
」
は
、
上
計
簿
そ
の
も
の
と
は

当
然
い
え
な
い
が
、
少
な
く
と
も
上
計
簿
の
一
部
を
な
す
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
は

確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
が
い
え
る
と
す
れ
ば
、
「
集
簿
」
や
百
官
表
で
属
吏

を
三
つ
の
範
鴫
大
別
し
て
い
る
の
も
、
中
央
政
府
が
県
の
属
吏
を
基
本
的
に
は
こ

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
表
わ
れ
と
い
え
よ
う
。

(
三
)
郷
・
里
と
亭
及
び
そ
の
属
吏
の
系
統

さ
て
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
県
で
は
郷
や
亭
に
属
吏
を
派
遣
す
る
。
そ
の
概
要

は
百
官
表
に
、

大
率
十
里
一
亭
、
亭
有
長
。
十
亭
一
郷
、
郷
有
三
老
・
有
秩
・
脅
夫
・
滋
徴
。
三
老
、
掌

教
化
。
沓
夫
、
職
聴
訟
、
収
賦
税
。
瀞
徴
、
徴
循
禁
賊
盗
。

と
記
さ
れ
る
。
た
だ
こ
こ
に
挙
が
っ
て
い
る
郷
三
老
は
属
吏
で
は
な
く
、
郷
里
社

会
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
る
。
ま
た
「
十
里
一
亭
」
や
「
十
亭
一
郷
」
に
つ
い
て

は
、
従
来
か
ら
論
争
の
的
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
「
集
簿
」

は
答
え
を
出
し
て
く
れ
る
。
そ
こ
で
郷
・
亭
の
属
吏
に
関
す
る
問
題
に
入
る
前
に
、

郷
・
亭
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
「
集
簿
」
を
見
る
と
、
数
行
ご
と
に
同
じ
範
障
の
記
載
が
ま
と
め
て
記
き

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

一
i
四
行
目
は
郡
の
地
域
的
構
成
、

漢
代
に
お
け
る
郡
県
の
構
造
に
つ
い
て
(
西
川
利
文
)

ー
九
行
目
は
そ
の
支
配
の
た
め
の
人
員
配
置
、

二
行
目
は
田
土
面
積
で
あ
る
。
そ
し
て
一
行
ご
と
の
記
載
に
注
目
す
る
と
、
各
行

の
文
字
数
が
二
疋
で
は
な
く
か
な
り
バ
ラ
ツ
キ
が
り
、
写
真
で
見
れ
ば
、
下
に
か

な
り
の
空
白
の
あ
る
行
と
、
下
ま
で
文
字
の
あ
る
行
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

O 

一
行
目
は
戸
口
数
、

の
よ
う
な
書
式
は
、
各
行
が
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
記
載
で
、
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
て
い
る
こ
と
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。

問
題
の
郷
と
亭
に
関
す
る
記
載
は
、
二
行
目
と
三
行
目
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を

写
真
で
見
る
と
、
二
行
目
の
下
に
は
三
行
目
の
記
載
が
全
て
入
る
ほ
ど
の
空
白
が

あ
り
、
意
識
的
に
改
行
し
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
れ
は
、
郷
と

古
?
と
が
そ
れ
ぞ
れ
系
統
を
別
に
し
て
県
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
系
統
を
見
る
と
、
郷
は
郷
口
里
里
正
、
亭
は
亭

卒
郵
郵
人
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
「
集
簿
」
の
「
正
」
「
人
」
は
そ
れ
ぞ
れ
前

の
里
と
郵
を
う
け
る
と
見
て
、
里
正
・
郵
人
と
し
た
。
里
正
は
「
集
簿
L

で
は
里

の
数
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
(
二
五
三
四
里
に
二
五
三
二
里
正
)
か
ら
、
里
魁
と
同

義
で
里
を
掌
る
存
在
で
あ
ろ
う
。
郵
人
は
史
料
的
に
乏
し
く
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、

「
集
簿
」
で
は
一
郵
に
対
し
て
一
二
人
の
割
合
に
な
る
か
ら
、
郵
の
職
務
に
付
属

す
る
存
在
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
卒
は
亭
に
付
属
す
る
兵
士
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
、

一
亭
の
割
合
で
は
四
・
三
二
人
と
な
っ
て
二
苧
に
四
{
)
五
人
程
度
存
在
す

る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
郷
の
次
に
あ
る
判
読
不
明
の
口
部
分
で
あ
る
が
、
こ
こ

五

に
は
郷
に
付
属
す
る
存
在
で
は
な
く
、
郷
と
里
の
聞
に
存
在
す
る
行
政
単
位
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
『
後
漢
書
』
伝
一
劉
玄
伝
の
「
共
攻
離
郷
衆
」
の
李
賢
注

に
「
離
郷
衆
、
謂
諸
郷
家
離
散
去
城
郭
遠
者
。
大
日
郷
、
小
日
緊
」
と
あ
る

「
衆
」
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
二
行
の
記
載
か
ら
は
、
民
政
を
担

九
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当
す
る
郷
|
衆
里
、
警
察
・
軍
事
を
担
当
す
る
亭
|
郵
の
二
系
統
が
導
き
だ
せ

る
次
に
掲
げ
る
表
二
は
、
「
集
簿
L

と
先
に
掲
げ
た
地
理
志
・
百
官
表
の
全
国
統

の
割
合
に
つ
い
て
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。

計
に
見
え
る
そ
れ
ぞ
れ
の
数
字
に
基
づ
い
て
、
県
・
郷
・
亭
・
里
・
戸
口
の
相
互

表
二
で
ま
ず
気
付
く
の
は
、

一
県
に
お
け
る
郷
と
亭
の
割
合
及
び
郷
に
対
す
る

亭
の
割
合
が
、
『
漢
書
』
と
「
集
簿
」
と
で
は
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
一
戸
当
た
り
の
口
数
も
、
若
干
全
国
平
均
よ
り
も
多
い
が
「
五
口
之
家
」

見
る
と

の
範
囲
内
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
地
理
志
に
記
す
東
海
郡
の
戸
口
数
(
前
掲
)
で

一
戸
当
た
り
四
・
三
五
人
と
か
な
り
少
な
く
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

と
「
集
簿
」
を
比
較
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
聞
の
割
合
が
比
較
的
一
致

す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
海
郡
が
当
時
の
平
均
的
な
郡
で
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
る
。
逆
に
い
え
ば
、
平
均
す
る
と
表
二
に
見
え
る
割
合
で
、
全
国
に
郷
・
里
・

『
漢
書
ι

表

県
・
郷
・
里
・
亭
・
戸
口
割
合
表

口 戸 里 里 亭 亭 郷

j戸時L一一ー 里1ト苧→ ふ亭t←fj ム郷t苧」 ←郷主苧→ p世県-主一宇 時県ト一

四 四 /¥ 四

漢書
? つ ワ

/七¥ 四 七ノ、
J¥ 七

五O 
集簿

五 四 四八 四

O /¥ 
ムノ¥ 九

五O| 一一 七四
五 J¥ 

亭
・
戸
口
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。
そ

う
す
る
と
問
題
に
な
る

の
は

や
は
り
亭
の
郷

や
里
に
対
す
る
割
合
で

あ
る
。
前
に
示
し
た
よ

う
に
~
苧
に
つ
い
て
は

「
十
里
二
亭
」
や
「
十

亭
一
郷
」
な
ど
の
記
載

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
現

O 

実
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
「
十
里
一
亭
」
の
「
十

里
」
は
距
離
を
意
味
す
る
こ
と
は
従
来
か
ら
い
わ
れ
て
い
た
が
、
「
十
亭
一
郷
」

も
現
実
に
は
な
く
、
郷
と
亭
は
数
字
の
上
か
ら
も
全
く
別
次
元
の
も
の
だ
っ
た
こ

と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
民
政
の
系
統
で
は
、

一
O
O戸
強
で

里

一
五
里
弱
で
一
郷
と
な
り
、
「
一
里
百
家
」
や
「
十
里
一
郷
」
に
比
較
的

近
く
な
る
。
こ
の
点
か
ら
も
県
か
ら
は
、
民
政
と
警
察
・
軍
事
と
い
う
異
な
る
二

つ
の
系
統
が
県
下
に
伸
び
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

そ
れ
で
は
次
に
、
こ
の
二
系
統
に
県
か
ら
ど
の
よ
う
な
属
吏
配
置
が
行
わ
れ
た

の
か
を
見
て
、

さ
ら
に
右
の
事
実
を
確
認
し
よ
う
。
ま
ず
は
、

民
政
系
統
の
郷
l

緊
里
に
つ
い
て
考
え
る
。
確
実
に
郷
に
派
遣
さ
れ
る
属
吏
は
、
百
官
志
の
本
注

有
秩
、
郡
所
署
、
秩
百
石
、
掌
一
郷
人
。
其
郷
小
者
、
県
置
畜
夫
一
人
。
皆
主
知
民
善
悪
、

為
役
先
後
、
知
民
貧
富
、
為
賦
多
少
、
平
其
差
品
。

と
あ
る
郷
有
秩
・
郷
畜
夫
で
あ
る
。
こ
こ
に
一
市
さ
れ
る
よ
う
に
、
郷
有
秩
と
郷
音

夫
は
職
掌
が
同
じ
で
基
本
的
に
直
接
の
上
下
関
係
は
な
く
、
任
命
者
と
配
置
さ
れ

る
郷
の
規
模
が
違
う
だ
け
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
彼
ら
を
大
郷
・
小
郷
に
分
け

そ
の
合
計
は
一
六
四
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
「
集
簿
L

に
よ
る
と
当
時
一
七

O
の
郷
が
あ
り
、
若
干
郷
有
秩
・
郷
畜
夫
の
数
が
下
回
る
。

て
配
属
し
た
と
考
え
る
と
、

こ
の
こ
と
か
ら
東
海
郡
で
は
、
郷
有
秩
・
郷
督
夫
が
必
ず
し
も
全
て
の
郷
に
置
か

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

と
こ
ろ
で
郷
に
は
、
郷
有
秩
・
郷
沓
夫
と
と
も
に
郷
三
老
が
置
か
れ
て
い
た
。

「
集
簿
」
で
は
郷
三
老
は
、
郡
県
の
官
員
構
成
の
前
に
置
か
れ
て
明
ら
か
に
属
吏

と
は
別
次
元
の
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
数
は
一
七

O
で
全
て
の
郷
に



置
か
れ
た
計
算
に
な
る
。
そ
し
て
「
集
簿
」
で
同
列
に
並
べ
ら
れ
る
県
三
老
や
孝
・

弟
・
力
田
を
見
る
と
、
県
三
一
老
は
各
県
一
人
、
孝
・
弟
・
力
団
は
合
計
三
六

O
人

(
却
)

で
各
郷
に
彼
ら
の
い
ず
れ
か
が
最
低
二
人
い
た
計
算
に
な
る
。
さ
ら
に
里
に
つ
い

て
も
「
集
簿
」
二
行
目
か
ら
、
ほ
ぽ
各
里
に
一
人
の
里
正
(
里
魁
)
が
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
、
県
(
あ
る
い
は
官
僚
機
構
)
に
属
さ
な
い
郷
里

社
会
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
り
、
郷
が
国
家
(
官
僚
機
構
)
と
郷
里
社
会
と
の
接

点
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
た
だ
郷
有
秩
・
郷
膏
夫
が
必
ず
し
も
全

て
の
郷
に
置
か
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
実
質
的
な
郷
の
行
政
は
三
老
を
通
じ
て

行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
郷
1

里
と
い
う
民
政
の
系
統
は
、
属
吏

を
通
じ
た
国
家
の
直
接
の
支
配
が
郷
に
不
完
全
に
し
か
及
、
ば
ず
、
郷
里
社
会
を
代

表
す
る
者
に
よ
っ
て
統
括
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
官
僚
機
構
か

ら
見
た
実
態
を
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
国
家
は
「
集
簿
」
の
よ
う
な
統
計

に
よ
っ
て
郷
里
社
会
の
末
端
ま
で
支
配
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま

た
郷
三
老
な
ど
は
郷
里
社
会
を
代
表
す
る
存
在
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
は
あ
る
程
度

の
自
律
性
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
こ
に
共
同
体
の
存
在
を
想
定
す
る
か
否
か

は
別
の
考
証
を
必
要
と
す
る
と
考
え
る
。
ち
な
み
に
、
県
三
老
・
郷
三
一
老
・
孝
・

弟
・
力
田
が
官
員
定
数
の
項
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
の
は
、
彼
ら
が
郷
里
社
会
を

代
表
す
る
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、
循
役
の
免
除
の
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
も
、
彼
ら
を
別
枠
で
把
握
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
考

え
る
。次

に
、
郷
と
は
別
の
亭
郵
の
系
統
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
こ
れ
に
は
、
当
然

「
定
簿
」
の
郵
佐
と
亭
長
が
関
係
す
る
。
こ
こ
で
気
付
く
の
は
、
亭
長
が
緊
密
に

置
か
れ
た
の
に
対
し
て
郵
は
ほ
と
ん
ど
置
か
れ
ず
、
ま
た
そ
れ
を
掌
る
と
考
え
ら

漢
代
に
お
け
る
郡
県
の
構
造
に
つ
い
て
(
西
川
利
文
)

れ
る
郵
佐
が
必
ず
し
も
全
て
の
郵
に
置
か
れ
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
百
官
志
の
注
に
引
く
「
漢
官
儀
』
に
は
「
五
里

一
郵
、
郵
問
相
去
二
里
半
、
司
姦
盗
」
と
あ
っ
て
、
郵
が
亭
よ
り
も
緊
密
に
置
か

(
一
二
四
郵
に
一

O
郵
佐
)

れ
た
よ
う
に
記
す
が
、

そ
れ
が
実
態
で
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で

は
一
応
、
郵
を
考
察
の
対
象
外
に
置
い
て
亭
の
み
に
限
っ
て
考
え
る
。
亭
長
は
、

先
に
述
べ
た
よ
う
に
一
亭
に
一
人
ず
つ
置
か
れ
、
ま
た
そ
の
総
数
は
六
八
九
と
郷

の
総
数
を
は
る
か
に
上
回
り
、
表
二
に
示
し
た
と
お
り
居
住
区
画
と
し
て
の
里
と

の
関
係
で
い
え
ば
三
・
六
八
里
に
一
人
の
亭
長
が
い
た
計
算
に
な
る
。
亭
長
は
警

察
・
軍
事
関
係
を
担
当
し
た
が
、
こ
の
よ
う
に
亭
長
が
か
な
り
緊
密
に
配
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
国
家
が
民
政
を
通
し
て
よ
り
も
、
亭
長
と
い
う
い
わ
ば
警
察
組

織
を
使
っ
て
郷
里
社
会
を
直
接
に
支
配
で
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
こ
れ
も
表
二
で
見
た
と
お
り
、

一
県
に
対
す
る
亭
の
割
合
は
全
国
平
均
の

値
と
も
近
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
全
国
的
に
も
「
定
簿
」
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
亭
長
の
配
置
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
推
測
で
き
る
。
す
な
わ
ち
国
家
は
、
官
僚
機

構
の
最
末
端
の
亭
長
と
い
う
属
吏
を
通
し
て
、
郷
里
社
会
の
隅
々
ま
で
支
配
の
手

を
伸
ば
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
郷
に
も
、
亭
長
と
同
様
の
警
察
関
係
の
職
務
を
担
当
し
た
と
さ
れ
る

瀞
微
が
存
在
す
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
百
官
志
の
亭
長
の
条
の
注
に
引

く
『
漢
官
儀
』

の
記
事
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

亭
長
課
徴
巡
。
尉
・
瀞
徴
・
亭
長
皆
習
設
備
五
兵
。

と
あ
っ
て
、
尉
瀞
徴
亭
長
の
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
滋
微
は

郷
に
置
か
れ
た
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
郷
1

里
の
系
統
に
属
す
る
の
で
は
な
く

亭
郵
の
系
統
に
属
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
そ
し
て
務
徴
が
郷
に
密
着
し
た
存
在
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で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
郷
有
秩
・
郷
畜
夫
と
同
様
に
全
て
の
郷
に
は
置
か
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
表
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
務
徴
は
、
尉
と
亭
長
を
結
ぶ
存
在
と
し

て
位
置
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
尉
l
瀞
徴
|
亭
長
の
系
統
は
、
百
官
志
の
亭
長
の

条
の
本
注
に
「
承
望
都
尉
」
と
あ
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
郡
都
尉
に
属
し
た
。

以
上
の
事
実
は
、
郷
里
、
亭
郵
の
二
系
統
が
そ
れ
ぞ
れ
明
確
に
区
分
さ
れ

て
上
位
の
官
僚
に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
さ
せ
て
く
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

郷
里
は
県
の
長
官
(
令
・
長
・
相
)
に
属
し
て
郡
太
守
に
直
結
す
る
の
で
あ
り
、

一
方
の
亭
郵
は
県
の
尉
に
属
し
て
都
尉
へ
と
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
よ
う
な
関
係
が
全
国
に
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

郡
府
の
構
造

こ
こ
ま
で
中
心
に
取
り
上
げ
て
き
た
「
定
簿
」
や
「
集
簿
」
は
、
県
の
構
造
を

知
る
上
で
重
要
な
史
料
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
県
廷
で
な
く
郡
府
レ
ベ
ル
で
作
成

さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
別
の
戸
湾
漢
墓
簡
慣
も
使
つ

て
郡
府
の
構
造
を
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

「
定
簿
L

や
「
集
簿
L

で
見
る
限
り
郡
府
や
都
尉
府
の
官
員
定
数
は
そ
れ
ぞ
れ

二
七
人
・
一
二
人
と
い
た
っ
て
簡
素
で
あ
り
、
地
方
行
政
の
実
権
が
郡
固
に
移
さ

(
却
)

れ
た
と
さ
れ
る
前
漢
後
期
に
あ
っ
て
、
果
た
し
て
こ
れ
が
実
態
だ
っ
た
の
か
と
疑

い
た
く
な
る
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
簡
績
に
は
、
問
題
に
な
る
部
分
も
あ
る
。
そ

れ
は
、
墓
主
の
師
鏡
が
郡
の
五
官
接
や
功
曹
史
を
勤
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

「
定
簿
」
や
「
集
簿
」
に
そ
の
名
称
が
全
く
現
わ
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
こ
れ
ら
の
簡
慣
に
は
、
あ
る
部
分
の
実
態
は
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
全
て

が
記
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
別
の
実
態
が
わ
か
る
の
は

そ
の
背
面
に
問
題
の
記
事
が
あ
る
。

「
考
績
簿
」
背
面
に
は
コ
一
段
に
分
け
て
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
第
一
段
を
中

本
稿
で
何
度
か
使
っ
た
「
考
績
簿
」
で
あ
り
、

心
と
し
て
判
読
で
き
な
い
部
分
が
多
い
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ

っ
て
必
要
な
部
分
の
み
掲
げ
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
「
考
績
簿
」
背
面
の

第
一
段
一
行
目
に
は

人
・
今
橡
史
見
九
十
三
人
、
宜
(
廿
五
人
員
、
十
五
人
君
郷
〔
卿
?
〕
門
下
、
十
三
人

以
故
事
置
、
廿
九
人
請
治
所
置
、
吏
巌
員
廿
一
人
・
:

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
「
橡
史
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
数
字
が

属
吏
の
数
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
中
に
「
其
廿
五
人
員
」
と

あ
り
、
「
定
簿
」
や
「
集
簿
」
に
見
え
る
官
員
定
数
か
ら
太
守
と
丞
を
除
い
た
属

吏
数
の
二
五
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
が
郡
の
属
吏
数
を
示
す
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
し
て
二
行
目
以
下
に
続
く
記
載
が
、
そ
の
属
吏
の
具
体
的
な
構
成

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
「
考
績
簿
」
に
は
「
胡
君
」
(
後
掲
)
な
る
人
名

が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
郡
太
守
だ
と
考
え
ら
れ
、
「
概
述
」
は
謁
ご
四
号
)
に

「
東
海
太
守
級
」
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
姓
名
は
胡
級
だ
と
し
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
九
三
と
い
う
捺
史
の
数
は
、
「
員
」
以
下
「
巌
員
」
ま
で
の
数
を

合
計
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
考
績
簿
」
に
同
じ
よ
う
な
記
載

カま
:
十
人
、
其
八
人
員
、
一
人
請
治
所
、
原
員
一
人
、
今
右
史
亡
(
第
一
段
一

:
:
・
十
一
人
、
其
十
人
員
、
一
人
請
治
所
、
今
右
史
欠
(
第
一
段
一
二
行
目
)

一
行
目
)

と
あ
っ
て
、

そ
こ
で
は
「
其
:
:
:
」
の
数
の
合
計
が
そ
の
上
に
記
さ
れ
る
数
字
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
第
一
段
一
行
目
の
「
其
:
:
:
」
の
合



計
は
、
実
際
に
は
一

O
三
と
な
り
一

O
人
多
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
原
因
は
、

「
考
績
簿
」
の
筆
者
の
誤
記
か
、
あ
る
い
は
「
釈
文
」
の
誤
読
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
は
「
員
」
と
記
さ
れ
「
定
簿
」
や
「
集

簿
」
に
も
見
え
て
い
た
二
五
人
よ
り
も
多
く
の
属
更
が
、
実
際
に
郡
府
に
存
在
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
務
を
分
担
し
て
い
た
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。
そ
こ
で
問

題
と
な
る
の
は
、
寸
員
」
以
外
の
属
吏
の
立
場
で
あ
る
。

ま
ず
「
門
下
」
は
、
本
来
長
官
の
私
的
存
在
で
、
そ
の
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
や
秘

書
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
が
、
前
漢
後
半
期
か
ら
属
吏
と
し
て
長
官
の
側

近
的
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
る
と
い
わ
れ
る
。
い
わ
ば
太
守
の
ブ
レ
ー
ン
と
し

て
属
吏
化
し
て
き
た
存
在
で
あ
る
。
次
に
「
以
故
事
置
」
と
い
う
存
在
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
「
慣
例
に
従
っ
て
置
く
」
と
い
う
意
味
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
考

績
簿
L

に
現
わ
れ
る
こ
の
存
在
を
合
計
す
る
と
一
四
に
な
っ
て
、
最
初
の
行
の
一

三
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
の
中
で
、

亭
長
一
人
、
以
故
事
置
(
第
一
段
一
四
行
目
)

と
記
さ
れ
る
亭
長
が
、
「
以
故
事
置
」
の
性
格
を
類
推
さ
せ
て
く
れ
る
。
郡
の
亭

長
は
、
百
官
士
山
の
本
注
に
「
正
門
有
亭
長
一
人
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
漢
時

代
に
は
属
吏
の
体
系
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
「
以
故
事
置
」
と
い
う

存
在
は
、
あ
る
程
度
長
期
に
わ
た
っ
て
非
公
式
な
が
ら
置
か
れ
て
、
属
吏
と
し
て

既
成
事
実
化
し
た
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
い
で
「
請
治
所
置
」

の
存
在
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
治
所
」
に
申
請
し
て
認
め
ら
れ
た
属
吏
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
の
「
治
所
し
が
何
を
指
す
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
何
故

な
ら
、
中
央
政
府
を
「
治
所
」
と
い
う
こ
と
は
な
い
し
、
ま
た
郡
府
を
指
す
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
「
考
績
簿
」
が
郡
府
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

漢
代
に
お
け
る
郡
県
の
構
造
に
つ
い
て
(
西
川
利
文
)

少
々
落
ち
着
き
が
悪
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
応
勘
『
漢
官

儀
』
に
「
元
帝
時
、

丞
相
子
定
国
係
、
州
大
小
為
設
吏
員
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
当

時
既
に
治
所
を
持
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
州
が
、
こ
こ
の
「
泊
所
」
に
当
た
る
可

能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
治
所
に
請
い
て
置
く
」

(
U
申
請
)
と
い
う

手
続
き
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
こ
の
「
請
治
所
置
」
も
、
「
考
績
簿
」
に
「
請
治
所
」
と
記
さ
れ
る
も
の
の

合
計
と
一
致
す
る
。
最
後
に
「
厩
員
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
「
余
分
の

存
在
」
と
し
て
臨
時
に
増
員
さ
れ
た
も
の
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

「
考
績
簿
」
の
最
終
行
に
、

凡
巌
員
廿
一
人
、
胡
君
門
下
十
人
、
曹
史
一
人
、
守
属
九
人
(
第
三
段
三
行
目
)

と
、
「
一
鳳
員
」
の
合
計
と
そ
の
内
訳
を
特
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
記
載
が
あ
る
こ

と
か
ら
も
推
測
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
「
以
故
事
置
」
と
「
請
治
所

置
」
と
記
さ
れ
る
属
吏
は
、
あ
る
程
度
既
成
事
実
と
し
て
定
員
化
し
て
き
で
い
る

存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
門
下
」
も
、
若
干
性
格

を
異
に
す
る
が
、
立
場
的
に
は
こ
の
二
つ
の
存
在
と
同
様
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
実
際
に
は
定
員
以
上
に
属
吏
が
存
在
し
、

し
か
も
そ

れ
が
半
ば
定
員
化
し
て
き
で
い
る
と
い
う
背
景
に
は
、
郡
府
に
お
け
る
諸
曹
の
形

成
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
郡
の
属
吏
に
つ
い
て
は
百
官
志
に
、

皆
置
諸
曹
橡
史
。
本
注
目
、
諸
曹
略
如
公
府
曹
、
無
東
西
曹
。
有
功
曹
史
、
主
選
署
功
労
。

有
五
官
接
、
署
功
曹
及
諸
曹
事

0

・

と
あ
り
、
後
漢
時
代
に
は
属
吏
は
諸
曹
に
分
か
れ
郡
府
の
職
務
を
分
担
し
て
い
た
。

こ
の
諸
曹
が
形
成
さ
れ
る
の
は
前
漢
後
半
期
で
あ
り
、
宣
帝
期
か
ら
功
曹
・
五
官

橡
・
主
簿
な
ど
が
見
え
は
じ
め
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
曹
の
形
成
に
伴
う
機
構
整
備
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と
「
門
下
」
の
太
守
の
側
近
化
と
い
う
情
勢
の
中
で
、
属
吏
層
が
次
第
に
肥
大
化

し
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
考
績
簿
」
は
恐
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
動
き
の
あ
る

一
時
点
の
実
態
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
あ
る
属
吏
が
、
臨
時

に
「
蔵
員
」
と
し
て
置
か
れ
、

そ
れ
が
次
第
に
既
成
事
実
化
し
て
、
遂
に
は
正
式

な
定
員
と
し
て
属
吏
層
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
六
号
墓
の

墓
主
が
就
い
て
い
た
功
曹
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
そ
う
考
え
る
と
、
「
定
簿
」
「
集
簿
」
と
「
考
績
簿
」
の
関
係
が
問
題
に
な

る
。
そ
の
中
で
「
集
簿
」
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
上
計
に
関
係
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
「
考
績
簿
」
も
、
正
面
に
属
県
の
官
僚
の
動
向
を
示
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
上
計
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
同
じ
性
格
を
持
つ
二

つ
の
記
録
で
、
そ
の
内
容
が
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の

が
、
郡
の
属
吏
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
「
集
簿
」
が
中
央
政
府
か
ら
認
め
ら
れ
た
定

員
の
み
を
記
し
、
「
考
績
簿
」
が
非
公
式
の
属
吏
を
も
含
め
た
実
態
を
報
告
し
た

も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
る
い
は
「
考
績
簿
」
の
報
告
に
よ
っ
て
、
非
公

式
の
属
吏
が
中
央
政
府
か
ら
定
員
と
し
て
認
め
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
「
集
簿
」
と
「
考
績
簿
」
と
は
動
態
的
な
記
録
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
「
定
簿
」
は
、
郡
や
県
の
官
吏
の
構
成
を
詳
細
に
は
記
す
が
、
そ
れ
は
あ

ま
り
動
く
こ
と
の
な
い
公
式
の
定
員
の
み
で
あ
り
、
静
態
的
な
記
録
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
し
か
も
「
定
簿
」
の
記
録
は
、
総
計
と
し
て
「
集
簿
」
で
中
央
政
府

に
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
「
定
簿
」
は
、
上
計
に
は
直
接
関
連
し
な

ぃ
、
墓
主
が
上
計
簿
作
成
の
際
に
使
用
し
た
一
種
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
だ
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
「
考
績
簿
」
は
、
諸
層
の
形
成
と
い
う
事
態
を
背
景
に

四

急
速
に
属
吏
層
が
肥
大
化
し
て
く
る
前
漢
後
半
期
の
実
態
を
反
映
し
た
記
録
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
「
集
簿
」
や
「
定
簿
」
は
定
員
の
み
を
記
す
も
の
で
、
そ
の
属

吏
に
関
す
る
記
述
は
「
考
績
簿
」
の
よ
う
に
動
態
的
に
対
応
し
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
い
ず
れ
も
史
料
と
し
て
は
十
分
に
信
頼
で
き
る
も

の
で
あ
る
が
、

そ
の
観
点
が
異
な
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
よ
う

な
現
象
は
、
県
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
「
定
簿
」
に
見

え
る
県
の
令
史
も
、
前
漢
後
期
に
は
諸
曹
に
分
か
れ
て
く
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
「
定
簿
」
で
は
そ
の
性
格
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
実
態
把

握
が
で
き
な
か
っ
た
だ
け
な
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ヰ
ア
湾
漢
墓
簡
慣
は
、
こ
れ
ま
で
断
片
的
に
し
か
知
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
地
方
行
政
組
織
の
実
態
を
体
系
的
に
教
え
て
く
れ
る
貴
重
な
史

料
で
あ
る
。
本
稿
で
は
結
局
大
ま
か
な
把
握
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
さ
ら
に

分
析
し
て
い
け
ば
も
っ
と
新
た
な
事
実
が
判
明
す
る
だ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
次
の
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
ず
「
定
簿
」
「
集
簿
」
か
ら
県
の
構

そ
こ
に
は
民
政
関
係
の
郷
l
里
と
警
察
・
軍
事
関
係
の
亭
郵
と
い

造
を
考
え
、

う
二
つ
の
系
統
が
、
明
確
に
分
離
さ
れ
て
存
在
し
た
。
そ
し
て
属
吏
の
配
置
か
ら

見
る
と
、
民
政
系
統
よ
り
も
警
察
系
統
の
方
が
綿
密
に
郷
里
社
会
に
張
り
め
ぐ
ら

さ
れ
、
国
家
の
官
僚
機
構
を
通
じ
た
支
配
は
後
者
を
通
じ
て
隅
々
に
ま
で
行
わ
れ

た
。
次
に
郡
府
の
構
成
は
実
際
に
は
、
「
定
簿
」
や
「
集
簿
」
で
は
な
く
「
考
績

簿
」
に
見
え
る
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
前
漢
後
半
期
に
お
け
る



諸
曹
の
形
成
に
伴
う
急
速
な
属
吏
層
の
拡
大
と
い
う
現
象
を
反
映
し
た
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

漢
代
の
地
方
行
政
は
、
実
質
的
に
は
地
元
か
ら
採
用
さ
れ
る
属
吏
層
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
。
そ
の
実
態
は
、
「
定
簿
」
や
「
考
績
簿
」
に
現
わ
れ
て
い
る
。
た
だ

そ
の
行
政
に
最
終
的
な
責
任
を
持
つ
の
は
中
央
派
遣
の
官
僚
層
で
あ
り
、
彼
ら
が

ど
の
よ
う
な
経
路
を
通
じ
て
配
属
さ
れ
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
筆

者
自
身
は
、

む
し
ろ
こ
ち
ら
の
方
に
関
心
が
あ
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
は
、
今
回
、
釈
文
も
写
真
も
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
二
枚
の
「
長
吏
遷
除
簿
」
の

一
日
も
早
い
公
表
が
待
た
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
「
長
吏
遷
除
簿
」
の
性
格
を
考

え
る
た
め
の
前
提
作
業
と
し
て
の
意
味
も
持
つ
。

、主

(
1
)
厳
耕
望
『
中
園
地
方
行
政
制
度
史
』
上
編
(
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、

一
九
六
一
年
)
。

(
2
)
前
掲
の
厳
著
書
以
外
に
本
稿
で
参
照
し
た
の
は
、

鎌
田
重
雄
「
郷
官
L

(

『
秦
漢
政
治
制
度
の
研
究
』
第
二
篇
第
十
一
章
(
日
本
学

術
振
興
会
、
一
九
六
二
年
)
所
収
、
一
九
三
一
七
年
初
出
)

重
近
啓
樹
「
秦
漢
の
郷
里
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
(
『
歴
史
評
論
ι

四

O
三
、
一

九
八
一
二
年
)

安
作
車
・
熊
鉄
基
『
秦
漢
官
制
史
稿
』
下
冊
(
斉
魯
書
社
、
一
九
八
五
年
)

堀
敏
一
「
中
国
古
代
の
亭
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
(
布
目
潮
漏
博
士
古
稀
記
念
論
集

『
東
ア
ジ
ア
の
法
と
社
会
』
(
汲
古
書
院
)
、
一
九
九

O
年
)

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
が
基
本
的
な
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ

で
、
以
下
で
は
一
々
注
記
し
な
い
こ
と
を
、
ま
ず
断
っ
て
お
く
。

(
3
)
本
稿
で
の
こ
の
簡
贋
の
解
釈
は
、
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
報
告
に
掲
載
さ
れ
た
釈

文
に
基
づ
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
一
九
九
六
年
八
月
に
広
州
中
山
大
学
で
開
催

さ
れ
た
「
中
国
秦
漢
史
研
究
会
第
七
届
年
会
聾
国
際
学
術
討
論
会
」
で
も
、
す
湾

漢
墓
簡
績
に
関
す
る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
は
「
釈
文
」
と
異
な
る
釈
読

漢
代
に
お
け
る
郡
県
の
構
造
に
つ
い
て
(
西
川
利
文
)

も
見
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
こ
で
配
布
さ
れ
た
資
料
は
正
式
に
公
刊
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
の
で
、
一
部
の
釈
読
に
つ
い
て
の
大
幅
な
相
違
以
外
は
直
接
の
参
照
は
避

け
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
討
論
会
の
資
料
は
、
こ
の
会
に
出
席
さ
れ
た
本
学
の
杉
本
憲
司
教
授
よ
り

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
。

(
4
)
以
下
、
本
稿
で
官
僚
と
い
う
場
合
、
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
る
二
百
石
以
上
の
官

秩
の
者
を
指
す
。
ま
た
、
地
元
採
用
の
百
石
以
下
の
官
秩
の
者
は
、
属
吏
と
呼
ぶ
。

な
お
、
官
僚
と
属
吏
と
を
一
括
し
て
、
官
吏
と
表
現
す
る
こ
と
も
あ
る
。

(5)
「
長
吏
遷
除
簿
」
以
外
の
木
腐
は
今
回
の
寸
釈
文
L

で
全
文
の
釈
文
が
公
表
さ
れ
、

ま
た
「
集
簿
」
と
「
定
簿
」
は
正
面
の
み
で
あ
る
が
写
真
も
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
は
い
ず
れ
も
長
さ
二
二
一

1
二
三
・
五
セ
ン
チ
、
幅
六
(
)
九
セ
ン
チ
と
い
う
幅
広

の
木
績
で
あ
り
、
「
長
吏
遷
除
簿
」
(
四
号
)
を
除
く
と
正
・
背
両
面
に
文
字
が
記

さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
稿
で

J
長
吏
遷
除
簿
L

と
す
る
の
は
「
概
述
」
に
従
っ
た

表
記
で
、
「
簡
報
」
「
釈
文
」
で
は
「
東
海
郡
吏
員
除
官
昇
遷
簿
」
と
し
て
い
る
。

(
6
)
「
概
述
」
に
よ
る
と
、
「
長
吏
遷
除
簿
」
の
中
に
「
捕
格
山
陽
亡
徒
尤
異
除
L

な

る
記
載
が
あ
る
と
い
う
。
「
概
述
し
は
、
そ
れ
を
『
漢
書
』
巻
一

O
成
帝
紀
・
永
始

三
年
(
前
一
四
)
の
条
の
「
十
二
月
、
山
陽
鉄
官
徒
蘇
令
等
二
百
八
十
人
攻
殺
長

吏
、
・
:
:
遺
丞
相
長
史
・
御
史
中
丞
持
節
督
趣
逐
捕
」
に
対
応
す
る
と
見
て
、
「
捕

格
山
陽
亡
徒
尤
異
除
」
と
さ
れ
る
者
は
こ
の
功
績
に
よ
っ
て
抜
擢
さ
れ
た
と
考
え
、

そ
こ
か
ら
こ
の
簡
績
は
、
そ
の
翌
年
の
永
始
四
年
(
前
二
二
)
か
そ
の
少
し
後
に

製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
他
の
三
枚
の
木
膿
も
こ
の
木
績
と
相
互
に
関
連
す
る
こ
と

か
ら
、
い
ず
れ
も
こ
の
時
期
に
記
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
本
稿
で
も
「
概
述
」

の
指
摘
に
従
い
、
こ
れ
ら
木
績
の
製
作
年
代
を
前
一

0
年
代
後
半
と
考
え
て
お
く
。

(7)
郡
橡
史
の
条
の
注
「
河
南
戸
、
員
吏
九
百
二
十
七
人
。
十
二
人
百
石
、
諸
県
有

秩
三
十
五
人
、
官
属
橡
史
五
人
、
四
部
督
郵
吏
部
橡
二
十
六
人
、
案
獄
仁
恕
三
人
、

監
津
渠
潜
水
橡
二
十
五
人
、
百
石
卒
史
二
百
五
十
人
、
文
学
守
助
捺
六
十
人
、
書

佐
五
十
人
、
情
行
二
百
三
十
人
、
幹
小
吏
三
百
三
十
一
人
L

。

県
橡
史
の
条
の
注
「
錐
陽
令
秩
千
石
、
丞
三
人
四
百
石
、
孝
廉
左
尉
四
百
石
、

孝
廉
右
尉
四
百
石
。
員
吏
七
百
九
十
六
人
。
十
三
人
四
百
石
、
郷
有
秩
・
獄
史
五

十
六
人
、
佐
史
・
郷
佐
七
十
七
人
、
斗
食
・
令
史
・
畜
夫
・
仮
五
十
人
、
官
橡

史
・
幹
小
史
二
百
五
十
人
、
書
佐
九
十
人
、
情
行
二
百
六
十
人
」
。

(
8
)
太
守
府
・
都
尉
府
の
「
門
兵
佐
」
は
、
他
の
釈
読
で
は
「
用
算
佐
」
と
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
。

(
9
)
地
理
志
に
よ
っ
て
前
漢
末
の
一

O
コ
一
の
郡
国
の
属
県
数
・
戸
口
数
を
見
る
と
、

五



文
学
部
論
集
第
八
十
一
号
(
一
九
九
七
年
三
月
)

属
県
が
士
一

O
を
超
え
る
の
は
四
郡
(
東
海
・
汝
南
・
消
・
南
陽
)
、
戸
数
三
五
万
を

超
え
る
の
は
六
郡
(
汝
南
・
穎
川
・
浦
・
東
・
南
陽
・
東
海
)
、
口
数
一
五

O
万
を

超
え
る
の
は
八
郡
(
汝
南
・
穎
川
・
浦
・
南
陽
・
河
南
・
東
・
東
海
・
陳
留
)
と

な
る
。
こ
の
う
ち
で
東
海
郡
は
、
属
県
で
は
最
も
多
く
、
戸
数
で
は
六
番
目
、
口

数
は
七
番
目
で
あ
る
。

(
叩
)
謹
其
駿
主
編
守
中
国
歴
史
地
図
集
』
第
三
冊
秦
・
西
漢
・
東
漢
時
期
(
地
図

出
版
社
、
一
九
八
一
一
年
)
参
照
。

(
日
)
地
理
士
山
の
蘭
棋
と
南
成
に
つ
い
て
は
、
王
先
謙
が
「
(
王
子
侯
)
表
(
下
)
、
藤

誤
旗
」
「
(
王
子
侯
)
表
(
上
)
、
成
作
城
」
(
『
漢
書
補
注
』
)
と
い
う
よ
う
に
、
『
漢

書
』
で
も
「
蘭
旗
」
「
南
城
」
と
記
す
箇
所
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
寸
釈
文
」
の
釈
読

に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
こ
れ
ら
二
県
は
蘭
旗
・
南
城
と
呼
ば
れ
て
い
た
可
能
性
が

高
い
。
従
っ
て
、
王
先
謙
が
い
う
よ
う
に
「
頑
誤
旗
L

と
断
定
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
な
お
況
其
は
「
考
績
簿
」
で
も
況
其
と
記
さ
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
子

郷
|
干
郷
も
含
め
て
筆
法
に
も
関
係
す
る
の
で
、
何
と
も
い
え
な
い
。

(
臼
)
『
漢
書
補
注
』
「
銭
大
析
日
、
曲
当
作
西
。
沈
約
宋
志
、
臨
准
郡
海
西
県
、
前
漢

属
東
海
、
後
漢
・
晋
属
広
陵
、
是
也
。
局
志
康
竺
伝
、
先
主
転
運
広
陵
海
西
。
先

謙
日
、
後
漢
改
属
広
陵
、
続
志
、
海
西
、
故
属
東
海
。
地
理
家
皆
云
、
曲
為
西
之

誤
、
是
也
し
。

(
日
)
『
漢
書
補
注
』
平
曲
侯
国
の
条
「
:
:
・
先
謙
日
、
王
子
・
功
臣
両
侯
表
、
並
是
平

曲
。
諸
家
穿
撃
為
説
、
非
也
。
此
一
県
一
侯
園
、
故
雄
同
郡
、
市
載
然
不
混
。
北

海
・
山
田
川
一
地
両
劇
県
、
可
分
可
合
、
即
其
謹
也
。
(
王
)
葬
世
不
為
侯
園
、
故
一

日
平
端
、
・
一
日
端
平
、
以
別
之
、
不
得
据
以
為
平
曲
本
有
顧
倒
之
謹
」
。

(H)
侯
家
丞
以
外
の
官
秩
は
わ
か
ら
な
い
が
、
僕
以
下
の
者
も
、
地
元
の
住
民
か
ら

採
用
さ
れ
る
嵐
吏
と
は
違
っ
た
立
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
日
)
後
掲
の
「
集
簿
し
に
も
官
員
定
数
の
最
後
に
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
百
官
表
に
よ
る
と
、
王
国
に
は
「
僕
L

(

千
石
)
が
あ
る
。
ま
た
太
子
太
停
の
属

官
の
項
で
は
洗
馬
が
「
先
馬
」
と
記
さ
れ
る
。

(
口
)
「
定
簿
」
に
は
県
・
侯
国
・
邑
以
外
に
、
さ
ら
に
塩
官
と
鉄
官
が
五
つ
置
か
れ
て

い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
鉄
官
の
存
在
は
従
来
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
塩

官
の
存
在
は
「
定
簿
」
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

こ
の
問
題
に
は
深
入
り
し
な
い
が
、
塩
官
の
う
ち
伊
虚
と
郁
州
は
郡
国
士
山
に
よ
っ

て
胸
県
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
北
蒲
も
こ
の
近
辺
に
存
在
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
塩
官
・
鉄
官
の
構
造
は
、
い
ず
れ
も
一
箇
所
の
み
(
伊
慮
・
下

部
)
に
長
官
(
長
、
三
百
石
)
が
置
か
れ
、
そ
の
他
は
丞
と
属
吏
だ
け
で
構
成
さ

ムノ、

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
官
の
置
か
れ
た
所
が
他
の
塩
官
・
鉄
官
を
も
統
轄
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

(
時
)
亭
よ
り
も
亭
長
の
数
が
一
人
多
く
な
る
の
は
、
下
却
鉄
官
に
亭
長
が
置
か
れ
て

い
る
こ
と
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
「
集
簿
し
で
は
こ
の
亭
が
計
算
さ

れ
て
い
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。

(
凹
)
郡
の
上
計
簿
は
県
か
ら
上
程
さ
れ
る
集
簿
を
集
計
し
て
作
成
さ
れ
た
(
百
官

志
・
県
の
条
の
本
注
、
及
び
注
所
引
の
胡
広
の
言
)
。
そ
の
際
、
県
の
官
吏
に
つ
い

て
も
考
課
が
行
わ
れ
た
が
、
「
集
簿
」
に
は
そ
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
考
課

の
内
容
を
記
し
た
も
の
が
「
考
績
簿
」
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
も
郡
か
ら
の

上
計
の
際
に
と
も
に
中
央
に
送
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
改
め
て
い
う

ま
で
も
な
く
手
湾
漢
墓
簡
腐
は
墓
葬
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
集
簿
」

「
考
績
簿
」
は
、
墓
主
が
所
持
し
て
い
た
副
本
な
い
し
上
計
簿
作
成
の
控
え
で
あ

ろ
う
。
な
お
上
計
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
重
雄
「
郡
国
の
上
計
」
(
鎌
田
前
掲
書
第
二

篇
第
十
章
所
収
、
一
九
四
三

1
四
四
年
初
出
)
も
参
照
。

(
却
)
三
老
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
鷹
取
祐
司
「
漢
代
三
老
の
変
化
と
教
化
」
(
『
東
洋

史
研
究
』
五
三
二
、
一
九
九
四
年
)
も
参
照
。

(
幻
)
同
時
代
の
里
正
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
巻
九

O
酷
吏
伝
の
現
賞
伝
に
「
乃
部
戸

曹
橡
史
、
与
郷
吏
・
亭
長
・
里
正
・
父
老
・
伍
人
、
雑
挙
長
安
中
軽
薄
少
年
悪

子
・
:
:
・
」
と
あ
る
。

(
幻
)
『
史
記
』
巻
五
五
留
侯
世
家
の
索
隠
に
引
く
『
漢
書
旧
儀
』
に
は
「
五
里
一
郵
、

郵
入
居
間
、
相
去
二
里
半
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
「
集
簿
」
の
郵
人
に
当
た
る
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。

(
お
)
こ
の
よ
う
に
判
断
す
る
の
は
、
郷
に
属
す
る
存
在
で
一
字
で
表
わ
せ
る
存
在
が

ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
佐
」
の
字
が
入
っ
て
郷
佐
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
が
、
こ
の
二
行
の
他
の
箇
所
に
は
、
い
ず
れ
も
「
集
簿
」
や
「
定

簿
」
で
知
ら
れ
る
存
在
が
入
っ
て
い
な
い
。
そ
う
す
る
と
郷
佐
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
理
由
で
本
稿
で
は
寸
衆
」
が
入
る
も
の
と
見
た
。

(M)
こ
の
李
賢
注
に
よ
る
と
聴
衆
は
、
郷
よ
り
も
規
模
は
小
さ
い
が
行
政
的
に
は
同
じ

レ
ベ
ル
の
単
位
と
な
る
。
そ
こ
で
、
郷
と
緊
を
足
し
た
数
で
里
数
を
割
る
と
九
・

一
八
里
に
一
郷
・
由
来
と
な
り
、
数
字
的
に
は
文
献
史
料
に
見
え
る
「
十
里
一
郷
」

に
近
づ
く
。
た
だ
『
漢
書
』
巻
一
二
平
帝
紀
の
元
始
三
年
(
後
二
一
)
の
条
に
記
す

「
立
官
稜
及
学
官
。
郡
園
田
学
、
県
・
道
・
邑
・
侯
国
日
校
。
校
・
尚
子
置
経
師
一

人
。
郷
日
序
、
緊
日
序
。
序
・
序
置
孝
経
師
一
人
」
と
い
う
記
載
で
は
、
由
来
が
郷

の
下
位
に
置
か
れ
、
郷
と
同
レ
ベ
ル
で
は
な
く
上
下
関
係
を
一
不
す
と
も
考
え
ら
れ



る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
断
定
的
な
判
断
は
避
け
、
郷
l

田

市

1

里
と
い
う
系
統
が

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
お
き
た
い
。

(
お
)
五
回
夫
に
つ
い
て
は
、
大
庭
惰
「
漢
の
脅
夫
」
(
『
秦
漢
法
制
史
の
研
究
』
第
四
篇

第
四
章
(
創
文
社
、
一
九
八
二
年
)
所
収
、
一
九
五
五
年
初
出
)
も
参
照
。

(
お
)
官
有
秩
を
足
す
と
一
六
九
に
な
っ
て
、
そ
の
数
は
郷
の
合
計
に
近
く
な
る
。
官

有
秩
も
県
治
近
辺
の
郷
を
掌
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
そ
う
考
え
る
と
、
今

度
は
官
五
回
夫
の
存
在
が
問
題
に
な
る
。
ま
た
郷
佐
は
九
二
と
少
な
く
、
ど
の
よ
う

に
配
置
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

(
幻
)
「
集
簿
」
に
現
わ
れ
る
「
孝
弟
力
回
」
は
、
孝
・
弟
・
カ
田
の
三
者
を
考
え
な
け
れ
ば
数

が
合
わ
な
い
。
こ
れ
は
『
漢
書
』
巻
四
文
帝
紀
・
文
帝
一
二
年
(
前
一
六
八
)
の
詔
に
「
其

遺
謁
者
、
労
賜
三
一
老
・
孝
者
自
人
五
匹
、
悌
者
・
力
田
二
匹
、
・
:
・
」
と
あ
っ
て
本
来
、
孝

者
・
悌
者
を
分
け
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

(
却
)
な
お
三
老
は
、
県
が
三
八
人
、
郷
が
一
七

O
人
と
県
・
郷
の
数
と
一
致
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
次
に
掲
げ
る
『
漢
書
』
高
帝
紀
の
記
事
に
、
県
三
老
が
郷
三
老
か

ら
選
ば
れ
た
と
あ
る
こ
と
に
若
干
の
補
足
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す

な
わ
ち
郷
三
老
か
ら
県
三
老
を
選
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
郷
三
老
経
験
者
か
ら
選
ぶ
の

で
あ
っ
て
、
現
任
の
郷
三
老
か
ら
選
ぶ
の
で
は
な
い
。
そ
う
考
え
な
け
れ
ば
、

県
・
郷
と
同
数
の
三
老
が
存
在
す
る
は
ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(
却
)
三
老
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
巻
一
高
帝
紀
上
・
高
祖
二
年
(
前
二

O
五
)
の
条

に
寸
挙
民
年
五
十
以
上
有
筒
行
能
帥
衆
為
善
、
置
以
為
三
老
、
郷
一
人
。
択
郷
三

老
一
人
為
県
三
老
、
与
県
令
・
丞
・
尉
以
事
相
教
、
復
勿
蘇
成
」
と
あ
る
。
ま
た

孝
・
弟
・
カ
固
に
つ
い
て
は
、
『
漢
書
』
巻
二
恵
帝
紀
・
恵
帝
四
年
(
前
一
九
二

の
条
に
「
春
正
月
、
挙
民
孝
・
弟
・
力
旧
者
、
復
其
身
」
と
あ
る
。

(
却
)
紙
屋
正
和
「
前
漢
郡
県
統
治
制
度
の
展
開
に
つ
い
て
」
(
上
・
下
)
(
『
福
岡
大
学

人
文
学
論
叢
』
一
三
一
1

四
・
一
回
|
一
、
一
九
八
二
年
)
、
及
び
同
「
前
漢
時
代
の

郡
・
国
の
守
・
相
の
支
配
県
の
強
化
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
四
一
二
、

一
九
八
二
年
)
な
ど
参
照
。

(
社
)
寸
東
海
太
守
級
」
と
見
え
る
謁
は
「
簡
報
」
二

O
頁
に
図
五
一
と
し
て
写
真
で
掲

げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
「
概
述
L

の
い
う
謁
(
一
四
号
)
に
当
た
る
か
は
不

明
で
あ
る
。

(
泣
)
佐
原
康
夫
「
漢
代
の
官
街
と
属
吏
に
つ
い
て
」
(
『
東
方
学
報
』
六
一
、
一
九
八
九

年
)
参
照
。

(
お
)
「
巌
員
」
の
中
に
「
胡
君
門
下
十
人
L

が
含
ま
れ
て
お
り
、
橡
史
の
数
が
一

O
人

多
く
な
る
の
は
、
こ
れ
を
三
重
に
計
算
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

漢
代
に
お
け
る
郡
県
の
構
造
に
つ
い
て
(
西
川
利
文
)

な
お
、
こ
こ
で
は
「
胡
君
門
下
」
以
下
が
「
嵐
員
し
の
内
訳
を
示
す
と
考
え
た
が
、

そ
の
数
を
合
計
す
る
と
一
名
足
り
な
い
。
あ
る
い
は
「
胡
君
門
下
」
以
下
は

J
鳳

員
」
と
は
別
の
範
鴎
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
考
え
て
も
、
「
扇

員
」
が
他
の
属
吏
と
は
異
な
る
別
の
存
在
だ
っ
た
こ
と
だ
け
は
確
実
で
あ
ろ
う
。

(
泊
)
前
掲
注
(
沼
)
佐
原
論
文
参
照
。

(
お
)
前
掲
注
(
印
)
参
照
。

に
し
か
わ

史
学
科
)

と
し
ふ
み

一
九
九
六
年
十
月
十
六
日
受
理

七


